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あらまし
• 特許データを用いてDEAを用いた解析を行った

• 特許分析基盤と価値を含んだ重み付けは手法は発見できた

• しかし、新しい知財の提案（自動生成）まではいたってない
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特許分野の他研究の動向
• 花王知的財産部の安
藤はオーソドックス
な教師あり学習を特
許に対して適応した
研究を発表した

• 既存の手法の組み合
わせにすぎないが単
語の特徴をある程度
は捉えている
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安藤の専門用語抽出結果
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単語学習ライブラリ
• 安藤によるとword2vecより精度の高いFacebook社製ツール
fastTextというものがある

• facebookresearchからpython用の公式ライブラリが配布されて
いる*1

• word2vecとの違いは[goes]= [go]+[es]のような活用形も考慮
されている（日本語対応かどうかは不明）
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*1: https://github.com/facebookresearch/fastText

https://github.com/facebookresearch/fastText


fastTextのデモ
• cooking.stackexchange.comという

• 料理版yahoo知恵袋的なサービスを対象に学習

• 各記事のタイトルからトピックを判別する学習
器を作成する
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文書生成
• マルコフ連鎖に基づいた手法が

• ざっくりいうと、元の文書の前後の出現を考慮
してモデルを作成
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• マルコフ連鎖による文書自動生成の実用例

8

お遊びレベルの精度しかでてない

yahoo知恵袋のbot

ブログの記事数水増し（ワードサラダ）



今後の予定
• 単語の分散表現を元にした学習則の理論的な面を勉強する

• LSTM, RecursiveNN等の新しいNNの派生を勉強して、実際に
Python等で実装してみる

• 精度の高い自動生成について学ぶ

• 以上を参考に単語の類似関係+特許の価値を含んだマッピング
を目指す
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